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はじめに 

学校教育現場における音楽鑑賞会は，全校児童生徒が体育館などの広い空間に一堂に会し全学年が同時に鑑賞

することが多い。この場合，次の二つの問題点が指摘できる。一つ目は，演奏者と聞き手の関係が「表現者－鑑賞

者」となり，一方的な伝達になりがちで，双方向的なコミュニケーションが得にくいという点である。二つ目は，

国語科や算数科の授業が，全学年一斉に行われる機会はほぼ存在しないのと同様に，音楽科という教科も他学年

との合同学習によるものではなく，学年に応じて学習指導要領にもとづいた学習課題を設定する必要があるとい

う問題である。これらの問題点を解決するとともに，音楽鑑賞会を一過性の行事として捉えるのではなく，音楽

科の授業と関連付けて成立させるために，音楽ワークショップ型授業の意義について検討してきた。 

本研究では，音楽ワークショップ型授業において，プロの音楽演奏を鑑賞した児童に対してアンケート調査を

実施した。鑑賞活動を通した学びと児童の音楽に対する態度変容との関連について，アンケート調査結果の分析

に基づいて考察する。 

 

研究の目的 

これまでの研究で，音楽ワークショップ型授業の効果について，相互関係を示したものが図 1 である。これら

の相互関係の妥当性を検証するとともに，短期集中型の学習形態を特徴とする音楽ワークショップが，児童に与

える影響を明らかにすることを本研究の目的とする。 

 

 

図 1. 音楽ワークショップ型授業の効果の相互関係（上村・小野, 2021） 

 

調査方法 

2022 年 6 月〜12 月実施の音楽ワークショップ型授業に参加した山口県内の小学生 2,251 名（男子 1,083 名，

女子 1,137 名，性別無回答 31 名）に対して，授業参加後に質問紙によるアンケート調査を行った。調査内容は，

Q1「音楽会が楽しかった」，Q2「楽器の仕組みがわかった」，Q3「作曲家のお話がわかった」，Q4「楽器を演奏し

たくなった」，Q5「前よりも音楽が好きになった」の 5 項目を設定し，「すごくそう思う（6 点）」から「まったく

そう思わない（1 点）」までの 6 件法で行った。さらに，Q1，Q4，Q5 については「その理由」を，Q2，Q3 につ

いては「印象に残ったこと」を自由記述で回答を求めた。 

 

結果と分析 

結果を表 1 に示す。なお，前述の図 1 で示した音楽ワークショップ型授業の効果の相互関係について，妥当性

を検証するために，学習指導要領にもとづいて，括弧内に示した 3 つの資質・能力との対応関係を表中に示す。 

 



表 1. 各項目の平均（標準偏差）と音楽ワークショップ型授業の効果（図 1）との対応関係 N = 2,251 

 
 

 全ての項目について，肯定的な評価をする回答が多く見られた。項目別に見ると，Q1 については，ほとんどの

児童が高く評価したのに対して，Q2，Q3 については，大半の児童が肯定的な評価をする傾向にはあるものの，若

干のばらつきが見られる結果となった。また Q4，Q5 については，全体的にある程度高い評価であったものの，

自由記述による理由を確認すると，音楽や演奏に対する得手・不得手によって，質的に異なる回答傾向が見られ

た。そこで，Q4 及び Q5 に着目し，さらなる詳細を確認するために，評価別の回答率を算出した。（表 2） 

 

表 2. Q4，Q5 の評価別回答率 

 
 

その結果，Q4 及び Q5 の項目については，3 点以下の否定的な回答をした児童が，全体の約 1 割程度にのぼるこ

とがわかった。Q1 において，鑑賞活動に対する評価としては，全学年ともにほとんどの児童が「楽しい」という

ポジティブ感情を体験できたにもかかわらず，表現活動に対しては消極的な児童が少なからず存在していること

になる。そこで，年齢差による回答のばらつきを確認するため，学年ごとに平均値と標準偏差を求めるとともに，

各項目の相関関係を求めた。その結果は表 3，表 4 の通りである。 

 

表 3. 学年別にみた各項目の平均（標準偏差）           表 4. 各項目の相関関係 

  
 

 Q1 から Q3 までは，どの学年もそれほどの数値に大きな違いがないものの，Q4 及び Q5 については，高学年

が低学年や中学年に比べて，数値に若干の違いが確認でき，評価が特に低学年よりも低いことが窺える。その理

由を探るため，自由記述を確認したところ，演奏が得意な児童においては，「楽器を演奏したくなった」「音楽も好



きになった」という記述がみられた。一方で，演奏が不得意な児童については，「もともとそんなに好きじゃなか

ったけど，少しだけ好きになった」というように，音楽への態度には変容が見られたものの，「きくのは好きだけ

ど演奏は苦手だから」と演奏したい気持ちまでには至らないケースが，少なからず存在していることが確認でき

た。また全ての項目間において，正の相関もしくは弱い正の相関が見られた。つまり，鑑賞活動でポジティブな感

情を体験することが，その後の表現活動への意欲や，音楽に対する態度変容に関係するものの，一方では過去の

音楽経験や苦手意識が表現活動への妨げになっていることが示唆された。 

 

考察 

プロの生演奏を間近でともに鑑賞し，同じように大きなポジティブな感情が得られたとしても，その後の表現

活動に向かう意欲や音楽に対する態度変容については，これまでの音楽経験や音楽及び演奏に対する得手・不得

手によって異なってくると考えられる。すなわち，音楽ワークショップ型授業の効果は，参加者の過去の音楽経

験やマインドセット=mindset によって大きく異なるといえる。マインドセットは，表 5 のように大きく二つに大

別することができる。 

表 5. 硬直マインドセットとしなやかマインドセットの違い（Dweck, 2006） 

 

どんなに素晴らしい音楽を聴いたとしても，自らが表現しようとするためには，苦手意識を払拭する必要性が

生じる。児童期には「能力」に関わる信念に大きな変化がみられる。小学校低学年では，能力を変容可能なものと

して捉えているが，高学年になると能力を容量（capacity）として捉え，努力しても能力は増えないと考える傾向

がみられるようになる（伊藤, 2008）ため，音楽ワークショップ型授業の普及に加え，より多くの児童が定期的に

参加する機会が得られることで，音楽（特に表現活動）に対するしなやかなマインドセット＝growth mindset を

培うことが重要である。演奏に対して肯定的になった理由として，「もともとそんなに好きじゃなかったけど，少

しだけ好きになった」，「音楽家の人たちが楽しそうだったから自分も演奏してみたくなった」，「プロの人たちの

演奏を聴いていたら自分もできる気がした」等の自由記述からも見られるように，やればできるという気持ちを

育てることが大切であると考える。 
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